
『ノヴム・オルガヌム』

先入観を捨て

事実を見極める

4つのイドラ(偶像)

日常の中のあらゆる先入観や偏見

種族のイドラ（人間の本性）

洞窟のイドラ（個人の経験）

市場のイドラ（世間の噂や通説）

劇場のイドラ（権威者に盲従）

これらのイドラが真理の追究を妨げる

⇒大切なのは、先入観にとらわれず、自分の目で見極めること

帰納法で

法則を導き出す

「帰納法」

多くの事実や観察をもとに法則を導き出す

⇒  自然科学の方法論の根幹をなすべき

身近に活用
事実（回答）を
大量に収集

 若者に人気なのは？

 どんなデザインが好まれるか？

（例）新商品開発時の事前アンケート

⇒  分析して売れ筋商品の法則を見つけ出す

知識を実践に

活かす姿勢
ミツバチの比喩

花から蜜を集めるだけでない

巣に持ち帰って加工し、ハチミツを作り出す

私たち人間

単に事実を集めるだけではなく

深く考えて自分の知識にして、実生活に活用する


